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	⑴　争点１について
	ア　本件駅長発言（本件駅長面談におけるＸ１に対するＹ１駅長の発言を指す。以下同じ。）は、Ｘ１が、組合の分会長と相談し、退職の話を保留にしてほしい旨を述べたことを受けて、Ｘ１が、組合に加入し、又は加入しようとしていることを認識した上で、「人のプライベートなとこに土足で入ってくる」、「自分たちの主義主張だけ言って」、「会社にある意味反旗を翻すような労働運動をやってる人たち」などと組合の活動を批判し、「最終的には会社が責任持たなくちゃいけないんだよ、社員に対しては。」、「最終的に面倒をみるのは会社なんだ...
	イ　駅長は現業機関の長であり、本件駅長面談は、Ｙ１駅長の部下であるＸ１が、退職の申出の保留について話をするために、勤務時間中に駅長室を訪れて行われたものであり、Ｙ１駅長は、面談の中で、Ｘ１が組合に加入した（又は加入しようとしている）ことについて、「会社よく思うかって言ったら、それはよく思わないよな。」などと会社の立場に立った発言をしているのであるから、本件駅長発言は、会社の指示がなくても、また、会社の管理者への指導に沿わない内容を含んでいたとしても、勤務時間中に職制が部下に対して行った使用者として...
	ウ　会社は、本件駅長発言に係る組合との団体交渉でも、本件駅長発言が不当労働行為に該当するものであったとは認めておらず、本件審査手続においても、本件駅長発言が不当労働行為に当たらない旨の主張を維持し、会社への帰責を争っている。そうすると、会社が既にＹ１駅長に対して厳重注意処分を行っていることを考慮しても、本件駅長発言について、組合との関係で既に解決済みであるとか、集団的労使関係秩序が正常に回復されたとまで断ずることはできず、類似の行為が繰り返されるおそれがなくなったとまではいえない。
	⑵　争点２について
	５　命令交付の経過

